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IT マネジメント体制の構築

IT マネジメントに対して、こんな疑問をお持ちではありませんか ?

■	省力化目的で開発してきた基幹システムは、ほとんど出来上がった。今後は、何を目的にして今後システム化を続ければい
いのか ?

■	情報システム投資は事業運営上今後も不可欠だと思うが、一体いくらくらい投資していけば、経営上望ましいのであろうか ?
■	ERP、DWH、CRM、インターネット対応、その他新しい情報技術は果たして当社の事業経営に本当に役に立つものなのだろうか ?
■	増え続けるシステム投資には歯止めがかけられない。情報システムにはコストカットの効き目はないのか ?
■	うちの会社のトップは、情報システムの価値を全くわかっていないのだろうか ?

・・・年を追う毎に増え続ける IT 予算・IT 資産にメスを入れ、継続的な「IT コスト最小化と IT パフォーマンスの最大化の両立」を実
現するためには、IT マネジメント体制を見直すことが必要です。

IT マネジメント体制構築の進め方

現状実態の把握と基本方針の設計

第 1 フェーズ :
現状把握・方針決定

第 3 フェーズ :
導入・実行

第 2 フェーズ :
改革・改善策の立案

IT マネジメント体制の設計

IT マネジメントプロセスの設計

IT 中期計画の立案

IT マネジメント DB の設計

【 IT 資産の棚卸（システムマップ）】 【 IT マネジメント体制の基本設計思想】

まずは簡易診断を !

■	CDI ソリューションズでは、IT 資産を可視化するとともに IT マネジメントの現状を把握することを目的とした現状 IT マネ
ジメントの「簡易診断サービス」を提供しております。

■	貴社の IT の現状を「経営視点」で評価・分析しますので、経営として取り組むべき IT マネジメント課題を明らかにするこ
とができます。

■	必要期間 : 1 ヶ月程度〜（対象 IT 資産範囲により応相談）

【 現状の問題点 】

■	 個別システム間で機能の重複が多い
■	 IT 活用度が低いまま放置されている
■	 予算管理が事実上機能しないまま、追加開発 / 改善が継続的に

行われてきた
■	 IT 開発方法論と技術標準が統一されていないため、開発 / 運用

/ 保守効率が低下している
■	 更に今後 IT コストはますます増加する危険性をはらんでいる 等

業務機能 事業 1

売掛債権管理

買掛債務管理 

現金出納管理

伝 票 管 理

固定資産管理

経 費 管 理

有価証券管理

・・・

事業 2 事業 3 事業 4

基幹システム A 売上管理
システム A

売上管理
システム B 基幹システム A

基幹システム A 表計算
ソフトウェア

基幹システム A

基幹システム A

基幹システム B

基幹システム B

固定資産管理
システム

該当システム
なし

表計算ソフトウェア 該当システム
なし

基幹システム A

基幹システム B該当システム
なし

表計算
ソフトウェア

（1）システム投資に関わる
　　責任主体の分離

「作り手」「使い手」

（2）取引における
　　経済合理性の追求

「投資・効果責任」 「開発・運用責任」

（3）全社整合性を担保する
　　統率力の整備全社事業運営

IT マネジメント体制の課題（例）




